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発熱等の風邪症状がある場合の対応について 

 

 学校が再開しました。ご迷惑をおかけしました。 

臨時休業中にお伝えしたとおり、生徒諸君に「発熱等の風邪症状」で欠席した場合、「欠席日数」では

なく「出席停止・忌引等の日数」として記録します。通常の「欠席日数」と異なり、単位認定や卒業後の

進路のことで不利益になることはありません。この特例措置は、第一に、免疫力が低下し感染リスクが高

くなっているご本人を守ること、第二に、ご本人が感染している可能性を想定し校内での感染防止を図る

ことを目的としております。 

 このことについて、以下のとおり、ご協力いただきますようお願いします。 

 

１ 健康観察および電話連絡 

（１）  検温してから登校してください。その測定値を、登校時に報告してください。毎日の健康観察

によって、体調の変化に気づくための取り組みです。また、未測定者は、校舎前で検温します。 

（２）  登校前、「発熱等の風邪症状」がある場合は学校を休んでください。通常の欠席や遅刻と同様に

１５：００～１７：１５の間に、保護者の方から学校へお電話をください。その際、必ず「発熱

等の風邪症状があるのでコロナ感染予防のために欠席する」とお伝えください。あらゆる欠席を

「出席停止・忌引等の日数」として記録するわけではありません。 

 

２ 登校後に「発熱等の風邪症状」が認められた場合 

（１）  保護者の方に電話連絡しますので、至急迎えにきてください。ご本人が感染している可能性を

想定し、他の生徒諸君も利用する保健室ではなく、別室で待機してもらいます。 

 

３ 「発熱等の風邪症状」で欠席した後、登校する場合 

（１）  症状が回復し、登校できるようになったら、事前に担任までご連絡ください。 

（２）  登校したら、「新型コロナウイルス感染症予防対応としての欠席について」の用紙を担任に提出

してください。その提出をもって、期間中の欠席を「出席停止・忌引等の日数」として記録しま

す。用紙は、登校後に職員室にとりに来てください。 
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